
世帯と人口

9月中の人口動態

男女計

転入 17 14 31 
転出 11 19 20 
出生 5 6 11 
死亡 448  
差引 14 
10月1日現在人口

男 2，862
女 2，908
計 5，770
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第9回 昭和村村民体育祭
昭和村体育協会主催による第 9回昭和村村民体育祭は村と村議会・多数の後援に より，

10月10日(体育の日〉押原小・中学校校庭において盛大に行なわれました。

体育祭には小学生から老人まで，又応援団で約 3，000人あつまり，秋晴れのなかで熱戦

がくりひろげられました。

成績はつぎの とお りで した。

総 合 成 績 優勝 押 越 (36点) 準優勝 西条一区 (27点)

三 位 飯 喰 (25点) 敢闘賞 上河東 (24点〉 【同点で上位入賞多し】

5 位 阿 原 (24点) 6 位 西条二区 (23点)

7 位 築 地 09点) 8 位 中 島 08点)

9 位 清 水(14点) 10 イ立 河 西 02点)

11 位 新 田 (10点)

年令別リ ν[ 優勝 阿 原 準優勝 飯 喰 三位 押 越
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27i昭和44年度決算を認定二一一1

e . 三二七乙 9月定例村議会七二ギ-.J

幸自広村手口昭昭和45年 10月26日

650万円般会計繰越-
昭
和
四
十
五
年
度
昭
和
村
議
会
第
三

固
定
例
会
は
、
九
月
二
十
二
日
か
ら
九

月
二
十
六
日
ま
で
の
五
日
閣
に
わ
た
り

開
会
さ
れ
、
昭
和
四
十
四
年
度
の
決
算

お
よ
び
各
種
の
重
要
議
案
が
審
議
さ
れ

可
決
決
定
し
ま
し
た
。

一
、
専
決
処
分
承
認
事
項

上
附
和
村
高
令
者
給
付
金
支
給
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

こ
れ
は
県
の
敬
老
年
金
支
給
対
象
者

が
九
月
十
五
日
現
在
で
従
来
の
七
十
七

才
以
上
が
七
十
五
才
以
上
に
改
正
さ
れ

た
た
め
で
す
。

二
、
昭
和
四
十
四
年
度
甲
府
地
区
開
発

事
業
団
特
定
事
業
会
計
決
算
報
告
の

件現
在
造
成
中
の
国
母
工
業
団
地
造
成

事
業
の
四
十
四
年
度
収
支
決
算
の
報
告

で
あ
り
ま
す
。

=
一
、
甲
府
地
区
開
発
事
業
団
に
委
託
し

て
あ
る
事
業
計
画
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

国
母
工
業
団
地
造
成
事
業
計
画
の
う

ち
、
工
業
排
水
及
び
汚
水
の
処
理
施
設

等
の
設
置
や
団
地
内
道
路
の
全
面
舗
装

等
の
計
画
変
更
す
る
に
は
、
従
来
の
処

分
単
価
の
坪
当
り
一
一
、

0
00
円
で

は
事
業
が
出
来
な
い
の
で
、
之
を
二
二

、

0
0
0
円
に
引
上
げ
る
た
め
財
政
計

画
の
変
更
で
あ
り
ま
す
。

四
、
山
梨
県
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

こ
れ
は
新
た
に
、
市
川
、
三
珠
環
境

衛
生
組
合
、
身
延
町
外
二
町
共
同
伝
染

病
組
合
、
峡
東
環
境
衛
生
組
合
の
三
組

合
の
加
入
に
よ
る
規
約
の
一
部
改
正
で

す。玉
、
昭
和
四
十
四
年
度
昭
和
村
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
件

六
、
昭
和
四
十
四
年
度
昭
和
村
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
の
件

七
、
昭
和
四
十
四
年
度
農
業
共
済
事
業

特
別
会
計
麓
入
歳
出
決
算
認
定
の
件

以
上
三
件
は
そ
れ
ぞ
れ
昭
和
四
十
四

年
度
会
計
の
決
算
を
認
定
す
る
も
の
で

各
委
員
会
に
付
託
審
議
さ
れ
原
案
ど
お

り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
の
概
要

を
み
る
と
、
歳
入
決
算
額
は
一
億
四
千

六
百
九
十
九
万
八
千
円
、
歳
出
決
算
額

は
一
億
四
千
四
十
九
万
八
千
円
で
差
引

残
額
六
百
五
十
万
円
を
四
十
五
年
度
に

繰
越
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
決
算
の
内
容
は
、
別
表
お
よ
び

グ
ラ
フ
で
示
す
と
お
り
で
す
。

八
、
昭
和
田
+
五
年
度
昭
和
村
一
般
会

計
補
正
予
算
(
第
三
次
)
議
定
の
件

今
回
の
補
正
額
は
歳
入
歳
出
二
千
二

十
九
万
六
千
円
で
補
正
後
の
予
算
総
額

は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
六
千
八

百
七
十
九
万
九
千
円
と
な
り
ま
す
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
地
方
交
付
税
、

国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
な
ど
で
あ
り

ま
す
。

ま
た
歳
出
の
主
な
も
の
は
総
務
費
で

役
場
庁
内
電
話
設
置
費
五
十
万
円
、
昭

和
村
土
地
開
発
基
金
繰
出
金

一
千
二
十

七
万
五
千
円
、
国
勢
調
査
関
係
費
一
八

万
八
千
円
等
で
あ
り
ま
す
。

農
林
水
産
業
費
で
は
農
道
舗
装
事
業

費
百
八
十
一
万
四
千
円
、
農
道
補
修
原

材
料
費
二
十
万
円
、
近
代
化
施
設
補
助

金
百
三
十
七
万
五
千
円
、
信
用
保
証
協

会
出
資
金
六
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

土
木
費
で
は
、
村
道
補
修
工
事
費
二

十
万
円
、
原
材
料
費
十
万
円
、
村
道
舗

装
工
事
費
三
百
八
十
三
万
一
千
円
、
土

木
工
事
負
担
金
二
十
万
円
、
公
営
住
宅

譲
渡
関
係
で
二
十
五
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

九
、
昭
和
四
十
五
年
度
昭
和
村
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
(
第
一

次
)
議
定
の
件

今
度
の
補
正
は
歳
入
歳
出
予
算
額
に

は
変
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
部
予
算
内

に
お
い
て
の
追
加
及
更
正
減
で
あ
り
ま

す
。

村
政
一
般
に

対
す
る
質
問

今
議
会
に
お
い
て
村
政
一
般
に
関
す

る
質
問
と
し
て
次
の
様
な
問
題
が
各
議

員
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た

ν

中
央
高
速
自
動
車
道
に
対
す
る
問
題

統
合
中
学
校
に
関
す
る
件
、
圃
場
整
備

事
業
、
及
釜
無
開
拓
地
登
記
促
進
の
件

保
育
園
対
策
、
公
害
対
策
、
等
い
ろ
い

ろ
の
問
題
が
活
発
に
出
さ
れ
、
村
長
よ

り
そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
ら
の
諸
問
題
に
つ
い

て
の
方
針
や
考
え
等
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

議
会
各
特
別
委
員
会

重
要
案
件
を
審
議

一
、
昭
和
水
源
対
策
特
別
委
員
会

甲
府
市
上
水
道
昭
和
水
源
第
三
期
拡

張
問
題
に
つ
い
て
、
及
今
迄
の
昭
和
水

源
設
置
に
よ
る
処
の
関
係
地
域
の
被
害

に
対
す
る
補
償
施
設
等
に
つ
き
審
議
し

た。ニ
、
中
央
道
対
策
特
別
委
員
会

中
央
高
速
自
動
車
道
南
廻
り
路
線
の

発
表
に
よ
り
昭
和
村
を
通
過
す
る
こ
と

が
確
実
と
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
こ
の

路
線
に
よ
る
と
村
内
を
分
断
す
る
様
に

な
っ
て
お
り
、
今
后
こ
の
通
過
路
線
に

よ
る
処
の
関
係
地
域
の
諸
問
題
を
知
何

に
処
理
す
る
か
各
委
員
が
慎
重
に
検
討

し
た
。

三
、
圃
場
整
備
事
業
特
別
委
員
会

昭
和
四
十
三
年
度
よ
り
継
続
し
て
施

工
し
て
い
る
処
の
、
県
営
の
大
圃
場
整

備
事
業
の
昭
和
四
十
五
年
度
の
実
施
予

定
地
区
で
あ
る
、
飯
喰
、

築
地
、
河
東

中
島
地
区
の
工
事
内
容
及
、
地
元
関
係

者
と
の
折
衝
等
に
つ
き
当
局
の
説
明
を

受
け
、
乙
の
事
業
の
推
進
に
つ
き
審
議

し
た
。

四
、
村
有
地
払
下
げ
特
別
委
員
会

村
内
村
有
地
の
払
下
げ
申
請
に
つ
き
一

そ
れ
ぞ
れ
現
地
調
査
を
行
な
い
、
そ
の

内
容
を
検
討
し
払
下
げ
の
可
否
に
つ
き

審
議
し
た
。

玉
、
合
併
特
別
委
員
会

当
局
の
問
題
と
し
て
町
制
施
行
に
つ

い
て
の
村
内
状
況
に
つ
き
各
委
員
の
意

見
を
交
換
、
早
急
に
町
制
が
施
行
出
来

る
様
な
方
向
に
進
む
べ
く
促
進
す
る
事

と
し
た
。

昭
和
四
十
四
年
度

決
算
目
的
別
構
成
図

(
歳
入
)
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昭和44年度昭和村一般会計決算状況
(単位千円)

凶一

%
J
o
A
J
I
J
J
o
A
J
J
o
J
o

成一

3
お

日

M

H

o

-

2

M

5

構一
一

五

U

Q

J

q

h

A
吐
ハ
u

n

U

A

2

z

d

q

h

n

υ

出
一
額
一
位

お

お

u
m
口
ω

%

M

W

1

五五ノ一

r

o

t

l

F

D

A

U

r

o

q

h

泊
生

Z
O

一決一

3

2

1

2

1

1

1
「
劃
劃
劃
劃
劃
到
劃
劃
劃
劃
封
費

一，hλ
一

迫

卦

口

H

歳

一一

会

務

生

生

幡

工

木

防

育

釦

債

備

一一

林

害

一区
一
位

品

目

白

目

1
J
I
ι
j
公

?

ー
国
頭
訓
J
1

1

4

l
刈
1
判
叶
M
J叶
叫

9
0
J
9

一成一

，U
一
1

M

4

0

8

日

0

1

0

2

入
理
制
刈
川
叫
州
州
吋
叫
」
川
州

一陣
一
日

2

ω

7

2

M

2

1

4

コ
倒
矧
剣
利
刻
剣
別
料
斜
斜
刈
到
到
到
川
伺

一

分

一

明

付

金

料

出

出

収

歳

一

一

瞬

付

校

担

担

用

数

一

戸

支

産

附

入

越

収

一
区
一
品
川
自

ι
ι
分

1
使
J7ι
品

目

白

同

組

1

1

4
E
A

内，
U

内‘
u

a

n

t

戸、d
r
h
u
n
r
a
n
k
u
n
u
J
A
H
V
4
E
-
a
q
，，“司‘
u

合 計 1146，9981 10011 合

6，500千円

計 1140.4981 1 00 

歳入歳出差引残金
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昭和44年度農業共済事業決算状況

(単位円)

歳 入 !I 歳出

区 分"-1決算額 11-1写一一一一一分"-1決算額

共済掛金及交付金

保険金

農作物積立金

諸収入

農作物共済勘定才入

共済 掛金

保険金

蚕繭共済勘定才入

共 済 掛 金

保険金及技術給付金

家畜共済勘定才入

賦課金

県支出金

諸収入

繰越金

積立金

業務勘定才入

合計

501，98811保険料 68.155

1. 399.95611共済金 11. 983， 960 

-011予 備 費 o

15011農作物共済勘定才出 12.052，115

1.902.09411 保険料 69，937

90，40911共済金 1 128，375 

115.53711予 備費 o

205.94611 蚕繭共済勘定才出 1 198，312 

12.68511保険料技術料 o

269.438il共 済 金 1 180.989 

282.12311 家畜共済勘定才出 1 180.989 

151.975!1 総務費 11.497，589 

1 .354.900:1 業 務 費 63，450

2.000:1連合会支出金 54.275

71.19911 予備 費 o
59.426!i 業務勘定才山 1.615.314 

1. 656.567:1 

4.046.730，1 合計 14，046.73n

歳入歳出差引残金

昭
和
四
十
四
年
度

決
算
村
税
目
的
別
構
成
図

(
歳
入
)

昭
和
四
十
四
年
度

決
算
目
的
別
構
成
図

(
歳
出
)

(昭
歳次和
出算四 斗
)性十

質四
別年
構度
成
図

昭和44年度国民健康保険決算状況
(単位千円)

歳 入 歳 出

区 分 決算額 区 分 決算額

国民健康保険税 14.138 総 務 費 3.005 

使用料及手数料 6療養給付費 30.403 

国 庫 補 助 金 2l.810 保険施設費 1.042 

繰 入 金 353 lJ1、• 債 費 4 

3 県支出金 18 繰 上 充 用 金 。
繰 越 金 28 予 備 費 。
諸 収 入 。
寄 附 金 63 

4回5恥 計 36.416 34，454 

歳入歳出差引残額 1. 962.千円
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細
田
氏
ら
を
村
表
彰

十
月
十
日
の
体
育
祭
に
村
政
功
労
者
二
個
人
、
善
行
者

一
個
人

体
育
優
秀
者
一
個
人
を
村
長
表
彰
を
お
と
な
い
ま
し
た
。

村
政
功
労
者

マ
医
長
、
民
生
委
員
、
教
育
委
員
を
歴

任
し
地
域
社
会
に
貢
献
さ
れ
た
。

報広

細
田
広
幸
氏

上
河
東
(
六
十
五
才
〉

村

戸
〉
区
長
、
民
生
委
員
を
歴
任
し
地
域
社

会
の
発
展
に
努
力
さ
れ
た
。

手口昭

浅
川
忠
造
民

押
趣
(
七
十
二
才
)

昭和45，年 10月26日

農
道
整
備
補
修

は
じ
ま
る

例
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
農
道
整
備

補
修
は
、
春
の
道
路
整
備
に
引
き
続
き

今
秋
は
農
道
を
重
点
と
し
て
補
修
が
始

ま
り
ま
し
た
。

善
行
表
彰
者

マ
部
落
老
人
ク
ラ
プ
等
を
毎
年
に
わ
た

り
慰
問
す
る
と
共
に
区
内
の
諸
施
設

を
自
費
に
て
整
備
地
域
の
発
展
に
つ

く
さ
れ
た
。

内
藤
良
平
氏

飯
喰
〔
四
十
八
才
)

体
育
優
秀
者

マ
県
体
育
祭
に
参
加
百
米
で
第
二
位
に

入
賞
し
た
。

山
本
久
幸
君

河
東
中
島
(
十
五
才
)

去
る
三
日
に
実
施
し
た
上
河
東
区
を

初
め
と
し
て
各
区
と
も
十
月
中
に
実
施

完
了
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

乙
の
整

備
補
修
は
各
区
住
民
の
労
力
奉
仕
に
よ

る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
村
か
ら
は
、
補

修
原
材
料
と
し
て
各
区
六
台
宛
の
土
砂

を
現
物
支
給
を
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ら
に
要
す
る
経
費
は
総
額
三
一
玉
、
。

0
0円
で
す
。

舗
装
四
ニ

0
0
メ
ー
ト
ル
近
く
着
工

ヂ
」lv

本
年
度
の
舗
装
計
画
予
算
が

調

九

月

の

定

例

議
会
で
承
認
さ
れ

回
開
ま
し
た
。

計
ν

今
度
め
舗
装
が
完
成
し
ま
す
と

斗
ヨ
村
内
の
道
路
の
九
O
%
以
上
が

舗

舗

装

さ

れ

た

事
に
な
り
ま
す
。

ヤ

合

今

回

の

補

正

予
算
で
計
上
さ

バ
U

れ
た
と
こ
ろ
の
、
舗
装
予
定
路

J

』
赴
線
は
次
の
と
お
り
で
す
。

④

押

越

三

号

線

延

長

五

五

五

汎

村
道
二
号
線
延
長
一
、
O
四
六
叩

(
西
条
二
区
i
築
地
)

河
東
中
島
五
号
線
延
長
四
O
七
悦

(
保
育
園
道
)

西
条
二
区
二
号
線
延
長
一
五
O
悦

(
義
清
神
社

t
県
道
)

従
来
か
ら
の
形
の
悪
い
小
さ
い
田
を

三
反
区
画
と
し
道
路
と
水
路
を
改
良
し

て
、
農
業
経
営
の
近
代
化
と
労
働
力
の

節
約
を
目
的
に
、
昭
和
四
十
三
年
度
か

ら
施
工
し
て
い
る
処
の
、
県
営
圃
場
整

備
事
業
も
本
ヲ年
で
三
年
目
と
な
り
ま
し

④
一
区
間
畑
1
新
田
農
道延

長
八
O
三
悦

築
地
新
居
開
拓
道
路

延
長
一
、

0
0
0
悦

飯
喰
村
西
道
路
延
長
一
五
O
悦

上
河

東

踏

切

道

延

長

二

O

机

総
工
事
費
九
、八

二
ハ
、五
O

O
円

着
工
は
十
一
月
中
旬
:
:
:
一
部
年
間

完
成
の
予
定

尚
右
の
舗
装
工
事
を
施
工
す
る
に
つ

き
関
係
地
元
の
村
民
の
方
々
に
は
何
か

と
不
便
を
生
ず
る
事
と
思
い
ま
す
が
、

何
分
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
で
の
閣
で
、
約
八
ヘ
ク
タ

l
y
で
総

事
業
費
は
約
二
千
万
円
で
す
。

現
在
、
請
負
業
者
斉
藤
組
の
手
に
よ

り
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

参
考
ま
で
に
工
事
費
の
負
担
割
合
を

示
し
ま
す
と

圃
場
整
備
事
業
着
工
|
一

円
剣
則
リ
州
制
地
区

た。
今
年
は
米
の
生
産
調
整
と
関
連
し
て

八
月
か
ら
工
事
を
着
手
し
十
二
月
中
に

は
完
了
す
る
計
画
で
、
過
日
着
工
い
た

し
ま
し
た
。

今
年
の
計
画
区
域
は
築
地
の
村
前
の

昨
年
実
施
し
た
続
き
で
、
飯
喰
の
村
北

総
事
業
費
の
:
:
・
七
二
、
五
%

(
園
、
県
補
助
金
)

総
事
業
費
の
:
;
:
二
七
、
五
%

(
自
己
負
担
金
)

自
己
負
担
金
の
:
:
:
八
O
%
は
(
漁

業
資
金
の
借
入
)
が
出
来
ま
す

‘
 、

'も
‘
 

風
水
害
に

そ
な
え
て

村
の
:
:
:
建
物
共
済

に
加
入
し
ま
し
ょ
う

火
災
、

農
家
の
皆
さ
ん
:
:
:
農
業
共
済
組
合

(
推
進
協
議
会
)
で
は
農
作
物
、
蚕
繭

家
畜
な
ど
の
補
償
と
あ
わ
せ
、

生
活
の

本
拠
で
あ
る
住
宅
や
農
業
経
蛍
に
欠
く

乙
と
の
で
き
な
い
作
業
所
、
畜
舎
、
倉

庫
な
ど
の
火
災
は
勿
論
の
乙
と
風
水
害

な
ど
の
自
然
災
害
か
ら
護
り
、
総
合
補

償
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
が
一
層
農
家

の
皆
さ
ん
が
「
安
全
の
く
ら
し
」
「
充

実
し
た
く
ら
し
」
を
き
づ
く
た
め
の
全

村
、
全
棟
加
入
運
動
を
行
な
っ
て
お
り

ま
す
。最

近
甲
府
市
に
は
火
災
が
数
多
く
発

生
し
て
お
り
ま
す
の
で
万
一
に
備
え
て

加
入
す
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

~.弘
‘ 

火災の備えには 風水害や火災には

!共済金額共済掛金共済金額共済掛金

50万円 1，200円 30万円 1.410円

100 2，400 50 2，350 

200 4.800 80 3，760 

300 7.200 100 4.700 



「
昭
和
村
交
通
安
全
母
の
会
」

昭和45年 10月26日

交通事故防止は

婦人の手から

報広

今
回
昭
和
村
の
婦
人
を

中
心
と
し
て
年
々
増
加
す

る
交
通
事
故
で
、
一
家
の

柱
と
た
の
む
主
人
を
、
文

可
愛
い
我
が
子
を
失
い
家

庭
生
活
が
メ
チ
ヤ
メ
チ
ヤ

と
な
り
、
悲
惨
な
生
情
を

送
る
よ
う
に
な
っ
た
家
庭

も
数
知
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
様
な
悲
惨
な
事
故

も
余
り
多
く
な
り
す
ぎ
て

自
分
に
直
接
関
係
が
な
け

れ
ば
ピ
ン
と
こ
な
く
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
口

こ
ん
な
事
故
も
、

~一
寸
し
た
こ
と
が

村

原
因
で
、
し
ば
し
ば
起
っ
て
居
る
の
で

す。
朝
の
出
掛
の
夫
婦
喧
嘩
、
お
茶
が
わ

り
の
一
杯
、
子
供
の
手
を
引
い
て
交
通

y
l
y
違
反
、
等
婦
人
の
方
々
の
直
接

関
係
す
る
こ
と
も
相
当
あ
り
ま
す
。
こ

ん
な
身
近
な
こ
と
か
ら
婦
人
が
改
め
て

ゆ
く
、
又
母
親
の
細
心
な
注
意
力
で
川

家
庭
の
人
々
の
交
通
安
全
の
認
識
を
高

め
て
行
こ
う
と
、
こ
の
様
な
目
的
で
村

内
全
部
の
お
母
さ
ん
に
自
覚
し
、
そ
れ

を
一
層
力
強
く
広
く
進
め
て
行
く
た
め

に
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

家
庭
の
人
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

切
望
い
た
し
ま
す
。

こ
の
会
は
、
九
月
二
十
九
日
午
後
七

発
足
す

時
三
十
分
よ
り
昭
和
村
婦
人
研
修
所
に

於
い
て
盛
大
に
設
立
総
会
を
行
な
い
第

一
歩
を
力
強
く
踏
み
出
し
ま
し
た
。

役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

会

長

内

藤

ふ

ぷ
次

副

会

長

野

沢

茂

子

鷹

野

菊

代

伊

藤

春

江

野
沢
勝
子
長
谷
川
し
げ
子

中
山
と
め
子
宮
崎
百
合
子

山
田
喜
美
恵
山
本
秀
子

鷺
山
し
げ
子
河
田
秋
次

磯
部
千
恵
子
今
村
た
だ
代

窪
田
た
ま
代

森
田
み
づ
ほ

河
田
つ
ぎ
子

理

事

臣と
.1Dl. 

事

山
下

-

F
 

'
V

-

1

 

-

手口

(続)

昭

待
望
の
脳
和
村
広
報
の
創
刊
号
発
拝

見
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
喜
ん
だ
の
は
私

一
人
で
は
な
い
で
し
ょ
う
が
、
な
か
で

も
私
ぽ
広
報
担
当
調
停
委
員
と
い
う
責

任
か
ら
、
村
の
広
報
の
刊
行
を
ど
ん
な

に
ま
っ
て
い
た
こ
と
か
、
早
速
お
願
い

し
て
関
係
記
事
を
載
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
し
ま
し
た
口

広
報
担
当
調
停
委
員
と
い
う
の
は
、

広
く
一
般
の
方
々
に
調
停
制
度
を
理
解

し
、
刺
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
、
す

す
め
る
設
な
の
で
す
。

十
月
一
日
に
、
調
停
委
員
協
会
中
巨

摩
支
部
で
は
、
「
法
の
日
」
の
記
念
行

，( 5) 

事
の
一
つ
と
し
て
、
白
根
町
々
民
会
館

で
無
料
法
律
相
談
会
を
聞
き
ま
し
た
。

相
談
に
こ
ら
れ
た
の
は
何
と
四
十
八

件
、
そ
の
内
容
も
、
交
通
事
故
関
係
、

相
続
関
係
、
賃
貸
借
関
係
、
男
女
の
問

題
、
離
婚
に
関
す
る
問
題
等
、
複
雑
な

問
題
も
あ
れ
ば
簡
明
な
問
題
も
あ
り
、

多
種
多
様
で
し
た
。
現
在
、
い
ろ
い
ろ

な
問
題
を
か
か
え
て
悩
ん
で
い
る
人
達

の
た
め
、
今
後
ま
た
ど
の
よ
う
な
問
題

に
あ
た
る
か
も
知
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
で
す
。
そ
の
時
の
た
め
に
、
調
停
が

役
に
た
つ
乙
と
が
で
き
た
ら
嬉
し
い
か

ぎ
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

~: 
f!¥ 

調
停
委
員

井

口

久

代

一、
h

調
停
と
は

-金
を
貸
し
た
が
返
し
て
く
れ
な
い
、

貸
し
た
家
を
あ
け
わ
た
し
て
く
れ
な
い

白
向
車
仁
は
ね
ら
れ
て
ケ
ガ
を
し
た
か

ら
治
療
代
が
ほ
し
い
、
親
子
や
夫
婦
の

聞
が
う
ま
く
い
か
な
い
、
こ
う
し
た
い

ろ
い
ろ
の
争
い
や
請
求
は
、
訴
を
お
こ

し
て
裁
判
を
受
け
れ
ば
い
い
の
で
す
が

裁
判
所
の
手
続
に
は
む
ず
か
し
い
規
則

が
あ
っ
て
、
法
律
知
識
が
必
要
で
す
し

費
用
も
時
間
も
か
か
り
ま
す
ι

そ
の
上

法
廷
へ
出
て
争
う
こ
と
も
、
親
戚
や
昔

な
じ
み
の
聞
が
ら
で
は
、
は
ば
か
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う

進
ん
で
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

芳
子

結
核
は
B
C
G
接
種
や
定
期
検
診
の

普
及
に
伴
な
い
年
々
減
少
し
て
い
る
と

は
い
う
も
の
の
、
そ
の
減
り
方
は
少
な

く
、
ま
だ
多
く
の
人
々
が
結
核
の
た
め

に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

本
村
で
も
結
核
検
診
に
対

す
る
認
識
向
上
に
よ
り
年

毎
に
良
い
成
績
を
あ
げ
、

患
者
の
早
期
発
見
な
ど
成

果
を
あ
げ
、
そ
の
数
は
年

々
激
減
し
て
お
り
ま
す
。

結
核
は
自
覚
症
状
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
年
一
回
の
健

康
診
断
を
う
け
、
自
分
の

健
康
を
確
か
め
、
そ
し
て

家
族
主
員
が
健
康
で
明
る

い
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

十
月
に
行
な
い
ま
し
た
検
診
の
結
果

は
次
の
通
り
で
す
が
、
検
診
を
受
け
な

か
っ
た
方
は
、
十
一
月
十
七
日
に
第
二

次
の
検
診
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
必
ず
健
康
診
断
を
受
け
る
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。
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数
一
4

0

2

2

9

6

6

5
ぃ
6

7

9

5

諸
一
n
u
初

日

m
m
H'K
務
抑制
r
M
H
ω

一

，

岳

、
山
明

長
一

，
z$1JfJ一日約¥約一門戸

2

5
一ー凶
困
問
同
制
副
同
制
閣
制四
一一
一
周
|

一

附

一

十

紅

糊

矧

鮮

側

醐

河

計

企
口
一
西
西
清
西
押
」
削
紙
築
飯
河
土

芯
場
合
、
手
が
る
に
早
く
、
話
し
合
い

譲
り
合
っ
て
解
決
を
あ
た
え
て
く
れ
る

の
が
調
停
で
す
。

調
停
も
裁
判
所
の
公
正
な
手
続
で
あ

幻
ま
す
が
、
法
律
的
な
む
ず
か
し
い
こ

と
は
な
い
し
、
ま
た
、
公
開
の
法
廷
で

な
く
、
裁
判
官
と
調
停
委
員
と
膝
つ
き

合
わ
せ
て
話
し
合
い
、
納
得
づ
く
で
解

決
す
る
の
で
す
か
ら
、
い
や
な
後
昧
も

残
ら
な
い
し
、
法
律
論
で
は
か
た
づ
か

な
い
妙
味
も
出
せ
る
と
い
う
わ
貯
で
す

ニ
、
調
停
の
種
類

調
停
に
は
、
現
在
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
扱
う
裁
判
所
子
決

っ
て
い
ま
す
。

仏唯一

①
宅
地
建
物
調
停
|
宅
地
や
家
屋
の
貸

し
借
り
な
ど
に
関
す
る
も
め
ご
と
を

解
決
す
る
も
の
で
、
簡
易
裁
判
所
で
扱

っ
て
い
ま
す
。

②
農
事
調
停
1

小
作
関
係
や
、
農
地
に

関
係
あ
る
も
め
ご
と
を
解
決
す
る
も

の
で
地
方
裁
判
所
で
扱
っ
て
い
ま
す
。

①
商
事
調
停
l
売
却
代
金
、
そ
の
他
商

事
上
の
も
め
ご
と
を
解
決
す
る
も
の

で
、
簡
易
裁
判
所
で
扱
っ
て
い
ま
す
。

④
公
害
調
停
l
公
害
の
た
め
に
生
じ
た
-

も
め
ご
と
を
解
決
す
る
も
の
で
ー
簡

易
裁
判
所
で
扱
っ
て
い
ま
す
。

①
一
般
調
停
1

①
か
ら
④
ま
で
の
ど
れ

に
も
当
て
は
ま
ら
芯
い
、
す
ベ
で
の

民
事
上
の
も
め
ご
と
を
解
決
す
る
も
の

で
、
簡
易
裁
判
所
で
扱
つ

τい
ま
す
。

@
家
事
調
停
!
身
分
関
係
上
の
も
め
ζ

袋一
と
や
家
族
親
族
聞
の
争
竹
を
解
決
す

る
も
の
で
、
家
庭
裁
判
所
で
扱
っ
て
い
}

ま
す
。(

紙
面
の
関
係
で
次
号
に
つ
づ
く
〉



(6) 報広村和昭昭和45年 10月 26日
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全
治
一
週
間
以
上
二
週
間
未
満
の
傷
害

さあペダルを踏もう一一|

」で釜無川サイクリングロード完成

装巾'{r延郡渡をかドサる誕 i知自
道二ii長橋つ下らはイが生事然青
路 メnーまでり旧竜ク、じのに少ー
で1，1:0で右 λ 信王リこたア親年
すト、 岸 関 玄 町 ン の も イ し が

O ノレ八 か国堤信グ釜のデみサ
の キ ら橋左玄ロ無でl アなイ
舗ロ 三を岸橋 l川あでがク

らリ
体ン
力ダ
ので
増健
進全
をな
図レ
るジ
よ ヤ
う l

にを
と楽
、し

間み
辺

交
通
災
害
共
済
保
険
に

加
入

L
ま
し
ょ
う

毎
日
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
が
交
通
事
故

を
報
道
し
て
お
り
ま
す
。
交
通
戦
争
と

ま
で
言
わ
れ
る
現
在
、
身
近
な
問
題
と

3 4 5 6 

の

し
て
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。
お
互
に
交
通
安
全
は
祈
願
し
て
い
る

程

度

等
級
一

ー災

r
害

1
一

死

て

2
一
全
治
六
カ
月
以
上
の
傷
害

全
治
三
カ
月
以
上
六
カ
月
未
満
の
傷
害

全
治
二
カ
月
以
上
三
カ
月
未
満
の
傷
害

全
治
一
カ
月
以
上
二
カ
月
未
満
の
傷
害

全
治
二
週
間
以
上
一
カ
月
未
満
の
傷
害

金

額

五
十
万
円

十
万
円

五
万
円

三
万
円

二
万
円

一
万
円

警事
ρ 察 故
'署証

長 明

~' ググ/，f 

五
千
円
一
又
は
伊
村
長
一

J

も
の
の
災
害
は
自
分
だ
け
の
注
意
力
で

は
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
万
一
の

と
き
に
備
え
て
、
家
族
ぐ
る
み
で
町
村

交
通
災
害
共
済
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ

久

J
o今

年
も
備
え
て
平
和
な
我
が
家

一
日
一
円
の
交
通
共
済
グ

加
入
手
続
|

①
加
入
者
の
資
格

昭
和
村
に
住
み
、
昭
和
村
に
住
民
登

録
の
し
て
あ
る
方
、
ま
た
は
、
外
国
人

登
録
の
し
て
あ
る
方
な
ら
年
令
を
聞
は

ず
誰
方
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

①
加
入
申
込

役
場
総
務
課
に
申
込
ん
で
下
さ
い
口

①
共
済
掛
金

掛
金
は
年
額
一
人
三
六
五
円
(
年
度

中
途
加
入
で
も
変
り
ま
せ
ん
)
佼
場
か

ら
の
納
入
書
に
よ
り
納
め
て
下
さ
い
。

不
幸
に
し
て
交
通
災
害
を
受
け
た
場

合
ば
見
舞
金
が
別
表
の
如
く
支
給
さ
れ

ま
す
。

交
通
災
害
と
は
|

自
動
車
、
電
車
、
汽
車
、
飛
行
機
、

バ
イ
ク
、
農
耕
用
テ
イ
ラ
ー
等
の
運
行

に
よ
り
生
じ
た

λ
身
事
故
(
自
損
行
為

も
含
み
ま
す
)

問
い
合
せ
は

昭
和
村
役
場
総
務
課

交
通
災
害
共
済
係

~一1
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…

妻

一の

座

と

税

金

…

め
最
近
は
テ
レ
ビ
の
婦
人
番
組
な
ど
産
総
額
か
ら
差
引
く
こ
と
に
な
っ
て
~

V

で
も
「
妻
の
座
」
が
い
ろ
い
ろ
な
角

い
一円、査
す
。

ゲ
度
か
ら
取
り
あ
げ
ら
れ
川
茶
の
間
の
乙
の
控
除
額
を
遺
産
に
か
か
る
配
竹

f

話
題
可と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
税
金
に
偶
者
控
除
額
と
い
い
ま
ず
口
ハ

ん
勺

い
て
「
妻
の
座
」
を
一湘
続
の
面
か
相
続
税
の
計
算
で
は
も
う
一
つ
配
い

ら
と
り
上
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。
偶
者
に
対
す
る
税
額
の
軽
減
が
あ
り

んY

A
h

相

続

税

は

正

味

の

遺

産

相

額

(

債

ま

す

。

ふ

V

~
券
な
ど
を
引
い
た
遺
産
)
か
ら
基
礎
こ
れ
は
正
味
の
遺
産
総
額
三
千
万
円
い

点、J
控
除
額
(
基
礎
控
除
額
H

四

以

下

て
あ
り
(
二
一千
万
円
を
こ
え
る

V

二
主
百
万
円
十
八
拾
万
円
×
相
続
場
企
は
三
千
万
円
ま
で
の
部
分
)
配
円

二

1m
人
数
)
を
差
引
い
た
残
額
に
偶
者
が
そ
の
遺
産
の
う
ち
法
定
相
続
め

ニ
ろ
…
対
し
て
か
か
る
わ
け
で
す
が
分
以
下
の
財
宵
を
取
得
し
た
と
き
は
~

v

…ト
m

更
に
相
続
人
の
う
ち
に
亡
く
配
偶
者
は
相
続
税
を
納
め
な
い
で
よ
ハ

九

一

t
却
な
っ
た
人
と
の
婚
姻
期
間
の
い
と
い
う
こ
占
で
す
。

v

v
…
の
…
年
数
が
十
五
年
を
起
え
る
年
以
上
の
よ
う
に
相
続
の
際
に
い

.w-
」
数
一
年
に
つ
い
て
二
十
万
円
①
配
偶
者
控
除
①
耕
額
の
軽
減

ご

耕

一

の

割

で

計

算

し

た

審

議

と

い

う

こ

つ

の

点

で

量

産

」

こ

ん

rit
高
二
百
万
円
)
を
正
味
の
遺
区
別
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
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み
ん
な
元
気
で

• -.田・・・圃. 

• 

第

ω回
押
原
小
学
校
運
動
会

澄
み
き
っ
た
秋
空
の
も

と
で
元
気
に
楽
し
く
一
日

を
す
、
こ
し
た

秋
季
大
運
動
会
が
十
月
七

日
行
な
わ
れ
ま
し
た
。



国
民
年
金
の
所
得
比
例
制

昭和45年 10月 26日

実
施
さ
れ
る

。
所
得
比
例
と
は

よ
り
た
く
さ
ん
の
年
金
を
受
け
た
い

と
い
う
国
民
年
金
加
入
者
の
み
な
さ
ん

の
要
望
に
こ
た
え
て
、
昭
和
四
十
五
年

十
月
か
ら
国
民
年
金
制
度
の
上
積
み
の

か
け
金
を
納
め
て
高
い
年
金
を
受
け
る

と
い
う
制
度
(
所
得
出
例
制
度
)
が
取

り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
、
豊
か
な
楽
し
い

老
後
を
お
く
る
た
め
に
こ
の
所
得
比
例

制
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

。
納
め
る
か
け
金
は

一
カ
月
に
つ
き
三
五

O
円
で
す
。
し

た
が
っ
て
現
行
の
定
額
分
四
五

O
円
と

合
せ
て
毎
月
八
つ

O
円
を
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

か
け
金
は
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め

る
こ
と
が
必
要
'で
す
。
も

U納
め
な
い

場
合
は
所
得
比
例
制
へ
の
加
入
が
取
り

消
さ
れ
ま
す
。

。
加
入
で
き
る
人
は

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
で
、

か
け
金
の
免
除
を
受
け
て
い
る
人
、
所

得
の
な
い
人
以
外
は
、
だ
れ
で
も
希
望

加
入
で
き
ま
す
。
(
五
年
年
金
の
加
入

者
は
除
く
)

昭
和
四
十
六
年
一
月
か
ら
実
施
さ
れ

る
農
業
者
年
金
基
金
の
加
入
者
は
必
ず

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

。
受
け
ら
れ
る
年
金

老
令
年
金
を
受
け
る
と
き
に
定
額
の

年
金
に
所
得
比
例
分
の
か
け
金
を
納
め

た
月
数
一
カ
月
に
つ
き
、
一
八

O
円
の

割
合
で
加
算
さ
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
納

報広村和昭(7) 

め
た
年
数
が
一
年
で
す
と
月
一
八

O
円

十
年
で
す
と
月
一
、
八

O
O円
、
二
十

五
年
で
す
と
月
額
四
、
王

O
O円
加
算

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

(
例
)
夫
婦
で
二
十
五
年
納
め
た
場

合
(
月
額
年
金
額
)

(
定
額
分
)

ノ
(
所
得
比
例
制
)

夫
日
八
、

0
0
0円
+
四
、
五

O
O円

(
定
額
分
)

妻
リ
八
、

0
0
0円計

二

O
、
五

O
O円

と
な
り
ま
す
。

。
加
入
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は

役
場
住
民
課
国
民
年
金
係
ま
で
申
し

出
て
下
さ
い
。

来
年
一
月
か
ら

農業者年金基金制度

犬
は
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う

最
近
又
犬
の
放
し
飼
い
が
見
う
け
ら

れ
ま
す
が
、
農
作
物
へ
の
被
害
や
近
所

へ
の
迷
惑
等
考
え
、
必
ず
昼
夜
つ
な
い

で
飼
育
し
て
下
さ
い
。

な
お
改
め
て
昭
和
村
全
域
に
犬
の
け

い
留
命
令
が
出
さ
れ
期
間
が
延
長
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
飼
育
者
は
責
任
を
も
っ

て
命
令
の
徹
底
に
万
全
を
期
さ
れ
る
よ

う
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

け
い
留
命
令
告
示
期
間

昭
和
四
十
五
年
十
月
一
日
か
ら

昭
和
四
十
六
年
三
月
三
十
一
日

一¥¥¥~保険料納付済期間 5年 20年 25年 30年
給付の種類一一一一一一一

66の05才才給付以未上満 I経営移譲年金
吋 円 円円

8.000 16.000 20.000 

2 426 400 000 [問回1 800 1.600 2.000 

65才以降|農業者老齢年金 1.000 ι000 5.000 

国民 例所得分比 9.00 3.600 4.500 5.400 

の給付 年金定額分 (156年，O)00 (309年.6)00 (3151年.2)00 (4120年.8)00 

計 8.700 18，800 22.700 26.600 

(月額)農業者年金基金加入者の年金額

(注)国民年金の定額分は，定額部分への加入期聞が農業者年

金制度への加入期間より 10年長い人の場合の計算である

議 語審俸

マ
基
金
の
目
的

農
業
者
の
老
後
の
生
活
を

安
定
し
て
経
営
移
譲
を
促
進

し
、
農
業
経
営
主
の
若
返
り

を
は
か
り
、
農
業
経
営
の
近

代
化
の
た
め
に
経
営
規
模
を

拡
大
す
る
乙
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

マ
加
入
出
来
る
人

農
地
な
ど
の
耕
作
ま
た
は

養
畜
の
事
業
を
行
な
っ

て
い

る
経
営
規
模

O
、
五
ヘ
ク
タ

l
戸
上
の
農
業
経
営
主
で
、

制
度
発
足
時
五
十
五
才
未
満

の
国
民
年
金
加
入
者
(
当
然

加
入
)

経
宮
規
模

O
、
三
ヘ
ク
タ

l

y
以
上

O
、
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
未
満
の

農
業
経
営
主
や
経
営
規
模

O
、
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
の
農
業
後
継
者
(
任
意
加

入
)

マ
納
め
る
か
け
金

月
翻
七
百
五
十
円
に
な
る
。
し
た
が

っ
て
、
農
業
者
年
金
加
入
者
が
納
め
る

か
け
金
の
総
額
は
、
国
民
年
金
の
定
額

分
四
百
五
十
円
と
所
得
比
例
分
三
百
五

十
川
町
と
あ
わ
せ
て
一
千
五
百
五
十
円
と

な
る
。
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参
議
院
山
梨
県
選
出

選挙人名簿登録者が確定

10月8日現在で

議
員
補
欠
選
挙

吉
江
勝
保
参
議
員
死
去
に
と
も
な
う

補
欠
選
挙
は
、
十
月
九
日
に
告
示
さ
れ

十
一
月
一
日
が
投
票
日
と
な
り
ま
し
た

投
票
区
別
の
登
録
者
は
登
録
基
準
日

以
前
三
カ
月
以
上
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
、
か
つ
選
挙
権
を
有
す
る
者
年

令
が
十
一
月
一
日
に
満
二
十
才
に
な
っ

た
者
で
す
。

投
票
区
別
の
登
録
者
数
は
別
表
の
と

お
り
で
す
。

投票区 男 女

註1.一1人06 
第 1投票区 53人8 5人68 

第 2投票区 731 767 1.498 

第3投票区 559 631 

計 1.828 1，966 3.79 



(8) 

贈
与
税
の
申
告
と

納
税
は
い
つ
ま
で
か

報

贈
与
税
の
申
告
と
納
税
は
、
贈
与
を

受
け
た
年
の
翌
年
の
二
月
一
日
か
ら
三

月
十
五
日
ま
で
で
す
。

と
の
場
合
、
税
憶
が
三
万
円
を
こ
え

て
、
一
時
に
現
金
で
納
め
る
と
と
が
む

ず
か
し
い
場
合
は
、
そ
の
納
め
る
こ
と

が
む
ず
か
し
い
金
額
を
限
度
と
し
て
五

年
以
内
の
延
納
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

延
納
に
関
す
る
申
請
書
と
担
保
に
関

す
る
書
類
を
税
務
署
長
に
提
出
し
、
そ

の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

と
の
場
合
に
提
供
で
き
る
担
保
は
次
の

よ
う
な
も
の
で
す
。

マ
国
債
・
地
方
債
マ
社
債
・
株
式
・
そ

の
他
の
有
価
証
券
で
税
務
署
長
が
確

広村和

季
節
の
話
題

実
と
認
め
る
も

の
マ
土
地
V
建
物
・

立
木
な
ど
で
保

険
を
付
し
た
も

の
マ
保
証
人
の
楳
証

で
税
務
署
長
が

確
実
と
認
め
る

も
の

な
お
、
延
納
期
間

中
は
、
日
歩
二
銭

の
利
子
税
が
か
か

り
ま
す
。

贈
与
税
に
ど
ん

昭

か
年
玉
っ
き
年
賀
は
が
き

昭和45年10月 26日

十
一
月
上
旬
ご
ろ
全
国
の
郵
便
局
で

お
年
玉
っ
き
の
年
賀
は
が
き
が
売
出
さ

れ
ま
す
。
毎
年
こ
の
ご
ろ
に
な
り
ま
す

と
、
虚
礼
廃
止
と
い
う
掛
け
声
と
い
っ

し
ょ
に
聞
え
て
く
る
年
に
一
度
の
年
賀

は
が
き
の
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、
一
向

に
す
た
れ
な
い
の
は
ど
う
し
た
わ
け
で

し
ょ
う
か
D

も
し
こ
れ
が
本
当
に
虚
礼

な
ら
、
も
う
と
っ
く
に
消
え
て
な
く
な

っ
て
い
い
こ
ろ
で
す
が
、
郵
政
省
は
年

々
売
出
し
枚
数
を
ふ
や
し
て
い
る
と
こ

ろ
を
み
る
と
、
ど
う
や
ら
こ
れ
は
虚
机

で
は
な
さ
そ
う
で
す
。

な
特
例

農
業
を
営
ん
で
い
る
人
が
子
供
な
ど

将
来
自
分
の
相
続
人
と
な
る
人
に
、
農

業
を
経
笛
さ
せ
る
た
め
、
農
地
な
ど
を

一
括
し
て
贈
与
し
た
場
合
は
、
一
定
の

条
件
で
特
例
が
認
め
ら
れ
ま
す
c

基礎控除後の課税価格 税率 控除額

300.000円以下 10% 0円

500.000 15 15.000 

700，000 20 40，000 

1.000守000 25 75.000 

1.400.000 30 125，000 

2.000.000 35 195.000 

3.000，000 40 295，000 

4，000.000 45 445.000 

7.000.000 50 

10，000.000 55 995，000 

15，000.000 60 1. 495.000 

30.000，000 65 2.245.000 

30.000.000円超 70 3.745，000 

増与税の速算表

ご
く
親
し
い
人
に
、
ふ
だ
ん
顔
を
合

わ
せ
て
い
る
間
柄
で
も
年
に
一
度
ぐ
ら

い
手
紙
を
書
こ
う
、
親
し
い
か
ら
こ
そ

正
月
早
々
あ
い
さ
つ
に
も
行
け
な
い
か

わ
り
、
は
が
き
で
:
:
:
と
い
う
人
の
た

め
に
あ
る
よ
う
な
便
利
な
も
の
で
す
。

が
、
こ
れ
を
活
版
で
何
百
枚
も
と
い

え
ば
、
ス
パ

I
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
チ
ラ
シ

や
デ
パ

ー
ト
の

a

ダ
イ
レ
ク
ト
メ

l
wと

変
り
あ
り
ま
せ
ん
。
親
し
い
友
人
、
知

己
へ
の
心
を
ζ

め
た
年
賀
は
が
き
は
楽

し
い
も
の
で
す
。

こ
の
特
例
は
、
農
地
な
ど
を
も
ら
っ

た
場
合
に
、
そ
の
農
地
な
ど
に
つ
い
て

の
贈
与
税
の
納
期
限
を
、
そ
の
贈
与
し

た
人
が
な
く
な
っ
た
場
合
に
納
め
る
相

続
税
の
納
期
限
ま
で
延
長
す
る
と
い
う

特
例
で
す
。

ζ

れ
は
贈
与
し
た
人
が
な
く
な
っ
た

場
合
、
贈
与
を
受
け
た
農
地
な
ど
を
相

続
に
よ
っ
て
取
得
し
た
も
の
と
し
て
、

相
続
税
の
計
算
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

農
地
な
ど
の
贈
与
税
の
負
担
を
軽
く
し

相
続
税
と
同
じ
負
担
に
な
る
よ
う
に
す

る
も
の
で
す
。

こ
の
特
例
に
は
、
適
用
条
件
や
申
請

の
手
続
な
ど
が
き
め
ら
れ
て
い
ま
ず
か

ら
、
乙
の
特
例
を
受
け
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
税
務
署
で
よ
く
ご
相
談
く
だ
さ

、uv

結

安容

ル}

婚
姻
届
は

盛
大
な
結
婚
式
を
挙
げ

周
囲
の
人
達
か
ら
祝
福
さ

れ
て
結
ぼ
れ
た
二
人
が
円

満
な
家
庭
生
活
を
送
っ
て

い
る
の
に
か
か
わ
ら
ず
、

婚
姻
届
を
し
な
か
っ
た
り

文
は
式
を
挙
げ
て
か
ら
数

カ
月
と
か
、
な
か
に
は
数
年
後
に
届
出

す
る
人
達
が
あ
り
ま
す
。

あ
る
地
方
で
は
慣
習
と
し
て
、
結
婚

式
は
式
と
し
て
別
に
扱
い
、
後
日
入
籍

の
際
に
改
め
て
「
籍
も
ら
い
」
と
い
っ

て
別
に
お
祝
い
を
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る

よ
う
で
す
。
結
婚
し
た
ら
直
ち
に
婚
姻

届
を
出
し
た
い
も
の
で
す
。
式
を
挙
げ

同
居
し
て
い
る
の
に
入
籍
し
て
な
か
っ

た
た
め
に
、
法
律
上
夫
婦
と
し
て
の
扱

い
を
し
て
貰
え
ず
随
分
と
困
っ
た
自
に

あ
う
ケ
l

ス
が
多
く
あ
り
ま
す
。
で
す

か
ら
、
仲
人
は
単
に
新
郎
新
婦
の
と
り

口l窓村
長
室
に
直
通

電
話
を
設
け
る

村
長
に
直
接
電
話
を
か
け
る
人
々
の

た
め
に
、
村
長
室
に
電
話
を
設
置
し
ま

し
た
。用

事
の
あ
る
方
は
遠
慮
な
く

昭
和
局
四
番
へ

あ

が

き

と

愈
々
秋
の
収
穫
の
季
節
と
な
り
ま
し

一一一畠

緒

も
ち
役
、
す
な
わ
ち
結
婚
試
だ
け
無
事

に
す
め
ば
よ
い
と
い
う
従
来
の
考
え
方

を
改
め
て
、
入
籍
の
手
続
が
終
る
ま
で

し
っ
か
り
面
倒
を
み
て
や
る
だ
け
の
心

構
え
が
欲
し
い
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
婚
姻
届
の
必
要
性
を

両
者
聞
に
認
識
さ
せ
、
挙
式
を
し
た
ら

同
時
に
婚
姻
届
が
で
き
る
よ
う
早
目
に

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

婚
姻
届
の
用
紙
は
、
役
場
の
窓
口
で

無
料
で
交
付
し
て
い
ま
す
。

た
。
稲
刈
り
や
野
菜
の
収
穫
な
ど
多
忙

の
日
々
が
続
き
ま
す
。
お
互
い
に
体
に

十
分
気
を
付
け
て
下
さ
い
。

広
報
も
第
二
号
が
発
行
の
は
こ
び
に

な
り
ま
し
た
。
創
刊
号
は
い
ろ
い
ろ
と

ミ
ス
が
あ
り
心
苦
し
く
思
っ
て
い
ま
す

第
三
号
か
ら
は
村
民
の
方
々
の
声
な
ど

取
り
入
れ
た
編
集
な
ど
考
え
て
い
る
の

で
、
お
気
づ
き
の
点
、
話
題
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
い
つ
で
も
お
知
ら
せ
下

さ
い
。


